
わ
た
し
た
ち
の

家
物
語
り 

写
真
展

時
間
と
と
も
に
姿
を
変
え
る
「
家
」。

そ
の
「
家
」
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

大
学
生
が
シ
ニ
ア
か
ら
聞
き
取
り
ま
し
た
。

家
に
残
る
跡
は
人
生
の
記
憶
。

身
近
な
「
家
」
に
あ
ら
た
め
て
触
れ
れ
ば

あ
な
た
の
忘
れ
て
い
た

あ
た
た
か
な
思
い
出
に
出
会
え
ま
す
。

展
示
に
は
家
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
の
話
と
写
真
、

聞
き
手
大
学
生
の
感
想
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

2018 年 1月10日 (水 )～20日 (土 )
午前 9時～午後 8時 30分
( 土曜日は午後 5時 30分まで。日曜休館 )

日　時

会　場

大谷大学響流館1階ギャラリー

共催：大谷大学・京都市左京東部いきいき市民活動センター ( 指定管理者ＮＰＯ法人劇研 )
＊この事業は、大谷大学と京都市左京東部・西部いきいき市民活動センターとの地域連携事業の一環として取組んでいます。


